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はじめに 

豚の主なウイルス 性下痢 症 としては 豚 伝染性胃 

腸炎 (TGE) と豚 ロタウイルス 感染症が知られて 

いた。 しかし， 1971 年にイギリスで 豚の急性下痢 

症 が発生した。 この症例の特徴は ， 4 一 5 週齢の 

豚では発症しなかったことで ，この点で TGE とは 

異なっていたことから ，流行性ウイルス 性下痢 

(Epidemic Wral Ⅸ arrhea 二 EVD) と 呼ばれて 

いた。 その後， 1976 年の冬にべルギーおよびイギ 

リスの繁殖養豚場で 日 輪 に関係なく急性の 集団 下 

某 養豚場で豚の 水 様 下痢が発生し 20 日輪以下の 

子 豚が 死亡した症例を 調査し死亡率は 約 20% で 

あ ったこと，蛍光抗体法による TGE ウイルスの抗 

原は検出されなかったが ， CVU 粒子が電子顕微鏡 

で検出されたことから ，日本においても PED が存 

在することを 示唆した。 

2) 1982 年末から 1983 年初めまでを 発生の頂点と 

して， 日本の各地で 食欲不振 と 水様下痢を主 徴 と 

する豚の急性下痢が 集団発生した。 この下痢はす 

べての 日 齢の豚に発生したが ，死亡率は 7 日 齢以 

病症が多発し ，この下痢 症 には TGE ウイルス や豚 

ロタウイルスの 関与は否定されたため ，新しい豚 

の下痢症候群として 豚 流行性下痢 症 (P0rcine 

Epide 血 。 Ⅸ arrhea または Porcine Epizootic 

diarrhea:PED) と呼び区別された。 1977 年にべル 

ギーおよびイギリスで ， この豚の下痢 症 が発生し 

た際に採取した 下痢便や小腸内容中に 電子顕微鏡 

内の豚では 0 一 40% であ り， 10 日輪以上の豚では 

水様下痢が 3 一 4 日間続いた後， 耐過 生存する場 

合が多かった。 桑原 ら (3) は本症例の原因を 調査し 

たところ， TGE ウイルス や豚 ロタウイルスが 検出 

されたが， 両 ウイルスが検出されない 例も多数あ 

ったことから ， この全国的な 大規模な豚の 集団下 

痢の発生原因の 中には， PED ウイルスが関与して 

で コロナウイルス 様 (Coronavirus-Iike 二 CVL)  いる 伊 W¥ があ ることを示唆した ( 表 1)o 

粒子が観察されたことから ， PED の原因は TGE ウ 

イルスとは異なるコロナウイルスであ ると考え ち 豚でのウイルス 分離と網代 

れた。 l)  Pensaert ら ， 旧 ， 1978 年にべルギ一で 本症が 

その後， 1979 年にはチェコスロバキア ， 西 ドイ 発生した際に 採取した下痢便及び 小腸内容を 1 

ツ，ハンガリ 一で， 1980 年には カチ タで， 1981 年 一 57 音字 膳 Ⅰ とし 3,0OO9,  30 分間 4 。 C  で遠心した 

は はフランスでそれぞれ 豚の集団下痢が 発生し 上漬る 20%  のシュークロースに 乗せて 150 ， 000X  g, 

それぞれの症例で CVD 粒子が検出された。 40 分間遠心して 得た沈潜 き燐 タングステン 酸で 染 

色し，電子顕微鏡で 観察したところ ， ロタ ウイル 

日本における 発生 状ぅ兄 ス 粒子は観察されなかったが CVL 粒子が観察さ 

l)  Takahashi ら 6@ ， 1982 年 2  月に岩手県内の れたことから ， 本 ウィルスを CV777 株と名付けた。 
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豚 流行性下痢 症 (PED)   
また，下痢 便 020% 乳剤を 1 日齢の初乳 未 摂取の豚 川 県下の Y 農場で，それぞれ 1983 年 3 月及び 10 月 

に経口投与後 30 時間目に下痢を 起こした 8 頭を殺 に採取され， TGE 及びロタウイルスが 検出されな 

処分して小腸を 採取し，内容と 共に 20% 小腸乳剤 かった下痢発症 子 豚の小腸を，内容とともにリン 

を 作製しタンブランフィルタ 一で ろ 過した無菌 酸緩衝食塩水 (PBS) で 10% 乳剤とし， 1,1008, 

ろ 液を 3 一 15 日齢の初乳 未 摂取の豚に経口投与し 20 分間遠心後，上宿をさらに 7,6009, 20 分間遠心 

た。 その結果，全ての 試験 豚は 24 一 36 時間後に水 し， タンブランフィルターを 通過させた正清に 結 

様 性の下痢を起こした。 それぞれの豚の 下痢 便ま 晶 トリプシンを lm 出たり lomg に添加し 3 日 

たは小腸内容を 電子顕微鏡で 観察したところ ，金 鈴および 9 日齢の豚に経口投与して 下痢発症の有 

ての 材 科から CVL 粒子が観察され ， その直径は 無を観察した。 

95 一 1g0nm で，表面には 長さが約 18nm の梶棒状の その結果， J 農場由来の原材料を 5 冊経口投与 

スパイクを有していた。 した 3 日 輪 の 豚 2 頭 (Nos. 3, 4) 中 N0. 3 は 28 時 

さらに， 12 頭巾 9 頭を下痢発症後 8 日目に殺 処 間後に， N0.4 は 96 時間後にそれぞれ 灰白色の水棲 
介 し小腸上皮細胞中の TGE ウイルス抗原を 螢 光 下痢を排泄した。 豚 N0.3 を 46 時間目に殺処分し 

抗体 法 で検索したが ，いずれも陰性であ ったこと， その小腸を内容ごと 10% 乳剤として 前 試験と同様 

残りの 3 頭の豚は下痢発症後 4 一 5 日目で回復 に処理した 液 5 冊ずつを 9 日 齢 の 豚 1 頭 (N0. 7) 

し接種後 3 週目の血清中には TGE ウイルスに 対 と 3 日 齢 の 豚 2 頭 (Nos.12,13) にそれぞれ経口 

する中和抗体は 検出されなかったことから ， 投与したところ ， 豚 N0.7 は 92 時間後に， 豚 No. は 

CV777 株は TGE ウイルスとは 異なるコロナウイ は 56 時間後に水様下痢 便を ， 豚 No.13 は 52 時間後 

ルス であ ることが確認された。 に 軟便を排泄した。 

2) 1982 年から 1983 年初めにかけて ， 日本の各地 また Y 農場由来の原材料を 5ml 経口投与した 3 

で全ての 日 齢の豚に水様下痢を 主 徴 とする疾病が 日輪の 豚 2 頭 (Nos.1,2) は 52 および 56 時間後にそ 

発生した。 桑原 ら 3@ ，鹿児島県下の J 農場及び 香 れぞれ大様下痢便を 排泄した。 これらの豚を 66 時 

表 1  野外下痢材料の 検査成績 (1982 年 1 月一 1983 年 11 月 ) 

TGE" Rota" 
大腸菌 症衿 

TGE ， Rota 

検査 材料 検査 数 陽 性 陽 ， 桂 陰 性 

3(15.8)3' 8(42.1) NT 8(42.1) 
下痢 便 103 lgf 年 例 10(  9.7) 27(26.2) NT 66(64.1) 
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間 後に殺処分して 採材 し前試験と同様にして 豚 は症状は認められなかったが ，その時点ですべて 

No.1 の小腸を用いて 10% 乳剤を作製し 9 日輪の の豚を殺処分し ，それぞれ小腸を 採 材 した。 これ 

豚 2 頭 (Nos.5,6) に fiml ずつ経口投与したとこ らのうち， 殺 処分時に無症状であ った 豚 N0.8 のⅡ 、 

ろ ， 豚 N0.6 は 38 時間目に水様下痢 便を ， 豚 No.5  腸の 10% 乳剤を作製し 6 日齢の豚に 1 血 当たり 

は 48 時間目に水分に 富む 泥 欣懐 を ，その後 52 時間 20mg の結晶トリプシンを 含む PBS と等量に混合 

目から水様下痢便を 排泄した。 この 2 頭の豚を 69  したものを 2m1 ずつ，トリプシン 無添加の乳剤を 

時間後に殺処分して 採材し ，同様にして 作製した 1 ml ずつ経口投与した。 その結果，トリプシン 添 

豚 No. 5 の小腸乳剤を 3 日 輪 の 豚 4 頭 (Nos. 8, 9,  加 乳剤を投与した 豚 5 頭のうち 1 頭は 16 時間後 

10 ， 皿 ) に 2.5ml ずつ経口投与した。 その結果， 22 時 に ， 他の 4 頭は 20 時間後に水様下痢便を 排泄した。 

間目に Nos.9 及びⅡは嘔吐を ， No.10 は嘔吐 と 水 一方， トリプシン無添加乳剤を 投与した 豚 5 頭の 

分 に富む 泥 状の下痢を示し 23 時間目には N05.10  3 ち 1 頭は 24 時間後に ， 他の 4 頭は 32 一 36 時間後 

及び 11 は水様下痢便 る ， No.9 は水分に富む 泥 状の に水様下痢便を 排泄した。 このように，トリプシ 

下痢便を排泄した。 残りの 豚 N0.8 には 23 時間目で ン を添加した 材 科を用いた場合，無添加材料投与 

図 l  豚 PED ウイルス J 及び Y 材料の豚網代試験成績 

接 種 症 状 " の 推 移 
材 料 継 代数口輪番号 供試豚 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100・ 転パ ょ之 僅 ㌘子の 

  三コ び の ""   
  3  4  1 一   

J ホオ料 2 9@ 7@ 1 。 一 " 。 。 " 。 ミ一 生残 NT 

3  12   一 Ⅰ。 一 ( 十 ) 
"   Ⅰ。 NT 

  十 3  1 NT 

    ョ Ⅰ " NT 

  5 9 Ⅰ。 +(+) 
。   。 一 。   

， 8 一 十干 十 

Y 材料 
  十 3 9 

"  ク ■月目 
十干 十 

10  I 十干 十 
， ll 一 十干 十 

15 十が NT 
16 一     NT 

  6 17 一     生残 NT 

l9 一     生残   
20 一 。     7 日目 死 NT 
21 一 。     生残 NT 

6  22                                                 7 日日死 NT 
  Y 無添加 @ リア…， 材料     23       8 日目 死 NT 

24        7 日日死 NT 

" ""     一 。 "   一 ""   一 """     灰白色水棲 便 ， V  嘔吐 ( 栗原原図 ) 

2) ウィルス粒子の 検出程度 : 一 検出されず， + 少数検出，十干 十 多数検出， (+) 下痢硬材料 中 ， NT 検査せず。 
3) -k  : 殺 4@  +  : 死亡 

All@ About@ Swine@ No ・ 8@ 1995 一 4 一 

日本SPF豚研究会 All About Swine, 8, 2-9 (1995)



豚 流行性下痢病 (PED)   
豚 よりも下痢の 発症がやや早 い 結果となったが ， 2) 。 観察されたウイルス 粒子は直径 90 一 1OOnm で   

この現象はトリプシンの 効果であ るか否かは不明 あ り，長さ 10 一 20nm の特徴的な表面突起を 有して 

であ った ( 図 1) 。 いた。 血清学的検査では ， これらの材料を 大量に 

病理組織学的病変は ，金側に共通して 小腸に 限 接種した豚の 血清中には， TGE および ロ タウィル 

局しており，他の 器官に著変は 認められなかった。 スに 対する中和抗体はいずれの 時点でも検出され 

小腸の主要な 病変は縊毛の 萎縮で， Y 材料 2 代目 なかった。 

の豚の感染後 69 時間目の小腸絨毛の 長さは十二指 これらの成績から ， 1983 年に採 付 した鹿児島県 

腸で 185%58 が m, 空腸で 225 士 53Um, 回腸で 129 上 下および香川県下で 発生した豚の 下痢の集団発生 

53 メ m であ り，対照 豚 のそれぞれの 部位の絨毛の の原因は PKT) ウイルスによるものと 結論づけら 

長さと比較すると ，ほ ほ 1/4, 1/2 および 1/3 であ っ れ，鹿児島県下の 材科から分離された 株を KS 株 ， 

た 。 電子顕微鏡観察では ，感染豚の下痢 便 あ る ぃ 香川県下の材科から 分離された株を 83P-5 株と名 

は 腸内容の部分精製試料のネガティブ 染色標本 お 付けた。 

よび十二指腸，空腸および 回腸の切片にはコロナ 

ウイルスの特徴的形態を 示す粒子が観察された。 培養細胞でのウイルスの 分離と網代 

水棲下痢を起こす 直前の材料では 多数のウイルス l) Hofmann ら Ⅶ ま Witte, K.H. によって V215/ 

粒子が観察されたが ，下痢を起こしてから 時間が 78 と名付けられた 豚 網代 PED ウイルス と ， Pen- 

経過した材料ではウイルス 粒子 は 検出されない aaert, M.B. により分離された 豚 網代 PED ウイル 

か ，またはごく 少数が観察されたのみであ った く表 スを用い，培養細胞によるウイルスの 網代を試み 

表 2  Y 農場での下痢発症 豚 由来小腸乳剤の 豚接種紙代 

継 代数 
供 試 膝 下 痢 コロナウイルス 粒子の検出 

接種材料 
日歯合 N0   発現時間 状態 材 料 結果 れ 

の
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豚 No.1 の接種後 
2 66 時間目採取 
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5 48  泥 状 小腸 (69 時間 )  十 

g 
6 38  大様 小腸 便 (56 (69 時間 時間 ) ) 十干 

8 小腸 (23 時間 )  十干 十 

9 23  泥 状 小腸 (23 時間 @  十干小 
3 
10 22  況 状 小腸 (23 時間 )  十干 十   
11 23  大様 小腸 (23 時間 )  十干 十 

Ⅱ結果 : 電子顕微鏡観察， 十 : 少数確認 ( 桑原 ら ，第 97 回国数学会 ) 
十干 十 : 多数確認 

， 2 NT : 実施せず 
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た 。 細胞は豚由来初代または 2 代目の小腸， 肺 ， 

腎臓，肝臓，脾臓，大脳および 皮膚培養細胞とア 

フリカミドリザル 腎 由来 Vero 網 代細胞，膝甲状腺 

由来 PD5 継代 細胞， 豚腎 由来 PK-l5 網代細胞，ヒト 

腫瘍由来 HRTl8 網代細胞を用 い ，維持用培養液は 

FCS を 2% に添加したイーグル MEM (SM) とト 

リプシンを lml 当たり 10 が 9 に加えたイーグル 

MEM (TM) を用いた。 2 種類のウイルスを ，こ 

れらの培養細胞に 接種して 2 群に分け， 1 群の細 

胞には SM を ， 他のⅠ群には TM を加えて培養し 

た。 その結果， 豚 由来各種細胞およびヒト 腫瘍由 

来細胞では培養後， Pensaert から分与を受けた 抗 

PEW ウイルス FITC 標識抗体で染色したが 蛍光 抗 

原は認められず ， CPE も出現しなかった。 一方， 

Ver0 細胞では SM を用いた場合，初代培養では 螢 

光 抗原が認められたが ， 7 日間培養した 正清 む 網 

代した細胞では 螢光 抗原は検出されず ，その後の 

7 日ごとの 継代 でも蛍光抗原は 陰性であ り， CPE 

も出現しなかった。 しかし TM を用いた場合， 螢 

光 抗原は初代で 認められ， しかも 合胞 体が形成さ 

れた。 培養 5 日後の培養液をさらに 網代したとこ 

ろ，蛍光抗原が 認められ， 合胞 体形成細胞数は 増 

加した。 CPE は初代では認められなかったが 2 代 

目で出現し，その 後は CPE を伴って 継伏 された。 

TM を用いて Vero 細胞で 26 代網代された 培養上 

清を接種された Vero 細胞と培養液とを 凍結融解 

したものを電子顕微鏡で 観察したところ ，直径 

90 一 160nm のウイルス粒子が 観察され，表面には 

長さ 12 一 15n 田のスパイクが 確認された。 この粒子 

はコロナウイルスの 形態と一致していた。 

これらの成績から ， Vero 細胞に CPE を示した因 

子は PED ウイルスであ ることが確認され ，培養 細 

胞で 初めて PED ウイルスが分離され ， 1988 年に報 

告 された。 ・ 

2) Kusanagi,K. ら ， 憶 ，桑原 ら 鈴が豚で分離し ， 

継伏 した PED ウィルス 83P5 株を用 い ， Hofmann 

らの方法に準拠してウイルス 感染 子豚 020% 小腸 

乳剤を Vero 細胞に接種 し 培養液に結晶 日 トリプシ 

ンを lml 中 10 メ 9 に添加して培養したところ 合抱 

体 が形成され， CPE が出現した。 また，感染細胞 

を抗 83P5 株ウサギ血清を 用いた間接蛍光抗体法 

で染色したところ ，特異的な蛍光抗原が 観察され 

た。 CPE を示した細胞の 上清を飽和硫安で 濃縮 

し ，電子顕微鏡で 観察したところ ，多くのウイル 

ス粒子が観察された。 ウイルス粒子の 直径は 

50 一 140nm で表面に 12nm のスパイクを 有してお 

り ， コロナウイルスの 形態と一致していた。 

分離ウイルスの 理化学性状を 調べたところ ， 

IUDR の存在 了 および pH3.0 で安定であ り，エー 

テル感受性であ った。 この性状は対照においた 

TGE ウイルスの性状と 一致していた。 また，分離 

ウイルス と ，コロナウイルスに 属する TGE ウイル 

ス および 豚 血球凝集性脳脊髄炎ウイルスの 各免疫 

血清との交差中和試験では ，分離ウイルスはホモ 

の血清とのみ 反応し ， 他の 2 種類の免疫血清とは 

全く反応しなかった。 

以上の成績から ，分離ウイルスは PED ウイルス 

であ ると同定され ， 日本において 初めて培養細胞 

で PED ウイルスが分離された。 

3) 松木ら。 ) は 北海道上川家畜保健衛生所管内の 

某養豚場で発生した 流行性の下痢症を 調査した。 

発病 豚 には下痢の他に 発熱，嘔吐， ロイコペニ ー 

が 認められた。 下痢便中には 電子顕微鏡で CVU 粒 

子が認められたことから ， TGE および PED が疑わ 

れた。 しかし，発症豚の 材料からは 螢光 抗体 法で   

TGE ウイルスの特異抗原は 検出されなかったこ 
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豚 流行性下痢病 (PED) 

と ，血清中には TGE ウイルスに対する 中和抗体が 

検出されなかったことから TGE ウイルスは否定 

された。 また，発症豚の 臓器および下痢使からの 

豚腎 由来細胞， ESK 細胞を用いたウイルス 分離は 

陰性であ った。 そこで，発症豚の 材料を Vero 細胞 

に接種 し トリプシンを 添加した培養液を 加えて 

回転培養したところ ，細胞融合を 主 徴 とする CPE 

が 出現し，この CPE を示した細胞には TGE ウィル 

スに 対する 螢光 抗原は陰性であ った。 また，感染 

細胞を電子顕微鏡で 観察したところ 多数の CVL 

粒子が観察された。 この粒子の直径は 100 一 150nm 

であ り， コロナウイルスの 形態と一致していた。 

ウイルスの理化学性状試験では IUDR の存在下で 

安定であ り，エーテル ， クロロホルム 感受性であ 

った。 また，赤血球凝集性は 認められず，中和試 

験では TGE ウイルスとは 交差せず，下痢発症豚の 

発病時と回復期のぺ ア 血清で分離ウイルスに 対す 

る中和抗体の 有意な上昇が 認められたことから ， 

今回の下痢症の 原因は PF,D ウイルスによるもの 

しかしながら ， PED ウイルスはこれまで 述べてき 

たように，培養細胞で 分離することは 容易でなく， 

野外の神科から 的確にウイルス 抗原を検出した 

り，ウイルスを 分離するには 困難さが伴う。 一方， 

細胞順化ウイルス 株を用いての 中和抗体価の 測定 

も可能となった。 このことから ，発病期の血清と 

回復期の血清を 用いて中和抗体価を 測定し回復 

期の血清の中和抗体価が 有意に上昇していること 

を確認することで PED ウイルスの感染の 有無を 

診断することができる。 しかしながら ，中和試験 

を行 う には細胞順化ウイルスが 必要であ るが，細 

胞でウイルスが 分離されたのは ， 日本では前述の 

2 株のみであ ることから，多くの 血清について 中 

和 抗体価を測定することは 困難であ る。 このよう 

なことから，ウイルス 抗原や抗体検出のための ， 

ELISA やラテックス 凝集用抗原などの 簡易な診 

断キットの開発が 望まれる。 

日本における 中和抗体の分布 

であ り，下痢発症豚から 分離されたウイルスは 

PED ウイルスであ ると同定された。 以上のよう 

に，現在， PKD ウイルスは 3 株が培養細胞で 分離 

されている。 

診断法 

PED の診断法は ， 主に電子顕微鏡による 下痢便 

や感染 豚 の 腸 またはその内容物からのコロナウイ 

PED ウイルスの日本における 分布については ， 

未だ詳しく調べられていない。 当所においては 過 

去に各種の抗体検査の 目的で送付された 豚 血清を 

凍結保存している。 この血清を用いて 中和抗体を 

測定した。 用いた血清は ， 1977 年から 1992 年にか 

けての 1 都 1 道 17 県のごく限られた 範囲のもので 

あ るが， このうち中和抗体陽性を 示したものは 1 

道 12 県であ った。 年代別にみると ， 1992 年の血清 

ルス粒子の検出と ， TGE ウイルスの否定によって については 1 県のみの検査であ るが，血清 7 例中 

行われてきた。 しかし，ウィルスが 培養細胞で 分 1 例 (14.3%) が 陽 ，珪であ った。 1978 一 1980 年度 

離されたことから 蛍光抗体法が 可能になり，下痢 び 1986 年の血清については 検査されていない。 そ 

発症豚の小腸の 凍結切片や，発症豚の 小腸，下痢 の後， 1986 年を除き， 1992 年までの血清では 毎年 

便の乳剤を Vero 細胞に接種 し 特異 螢光 抗原を検 抗体陽性別が 認められ，その 率は 3.3 一 85.7% を 示 

出することにより ，診断ができるようになった。 し合計では検査した 1,678 例中 319 例 (19.0%) 
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が 陽性であ った ( 表 3) 。 このように， 1977 年の血 

清で 1 例ではあ るが中和抗体陽性であ ったことは， 

日本においては 1971 年にヨーロッパで 初めて 

PED と考えられる 下痢 症 が発生してから 少なく 

とも 6 年後にはウイルスの 浸襲 があ ったことが示 

唆された。 今後はさらに 広範囲に， また過去にさ 

かのぼって抗体調査を 行う必要があ ると考えられ 

拡 @ し 。 

表 3  血清の年代別 PED 中和抗体測定成績 

陽性宗教 

採血年 ク 諜晢盆海期ち 淳 ノ黎闇費姑 
197.7 1 ソ 7(14.3) 1/l 
1978 NT*' 

1979 NT 

1980 NT 

1981 4/@ 65(@ 6.2) 1/4 
1982 18/  21(85.7) 4/5 
1983 46/117(39.3) 3/7 
1984 19/  36(52.8) 4 ノ 4 

1985 62/@ 76(81.6) 2/3 
1986 NT 

1987 4/123@(@ 3.3) 2/4 
1988 43/116(37.1) 3/4 
1989 52/364(14.3) 3/9 
1990 36/342(10.5) 3/5 
1991 21/322@(@ 6.5) 2/3 
1992 13/  89 色 4.6) 1/I 

合計 319/1,678(19.0) 
*l NT : 実施せず ( 草薙 ら ，未発表 ) 

予 防 

PED に対するワクチンは 現在，世界においても 

開発されていない。 豚のウィルス 性疾病のうち ， 

腸管の粘膜上皮細胞を 標的組織とする 感染症には 

TGE, ロタウイルス 感染症があ る。 そのうち TGE 

に対しては母豚を 免疫することによる 乳汁免疫を 

主体とした L-L 法に用いる生ワクチン ， L-K 法に 

用いる生ワクチン と 不活仏ワクチンが ， 子豚に 対 

しては分娩直後の 初乳を飲む前の 子 豚に 経口投与 

する生ワクチンがそれぞれ 実用化されている。 

PED ウイルスは TGE やロタウイルスと 同様に腸 

管の粘膜上皮細胞を 標的組織としている。 このこ 

とから， TGE と同様に哺乳 子豚を強毒 ウイルスか 

ら防御するためには 母豚を免疫して 乳汁中に抗 

体 ，主に lgA 抗体を産生させ ，その乳を子 豚が 飲 

むことにより ，腸管粘膜の 表面をその抗体で 保護 

する乳汁免疫法が 有効と考えられる。 その一方， 

離乳後の豚に 対するワクチンは 実用化されていな 

い。 その理由は，離乳後の 豚を防御するには 能動 

免疫が必要であ る。 しかし，現在各種のワクチン 

は 筋肉内や皮下に 注射し，血中に 抗体を産生させ ， 

血中抗体で侵入したウイルスを 中和する方法が 用 

いられている。 これは，全身感染を 起こすウイル 

スは体内に侵入後，一旦血液中に 入り，全身を 循 

環して目的の 組織に到達し ， そこで増殖して 発病 

させる。 この血液中を 循環している 間に血中の抗 

体がウイルスと 結合し，無毒化してしまうために 

防御効果が得られる。 しかし，腸管粘膜上皮細胞 

を標的とするウイルスが 経口的に侵入した 場合， 

ウイルスは直接， 目的とした腸管粘膜の 上皮細胞 

に到達することができる。 血中抗体は粘膜上皮細 

胞の表面には 作用しにくいため ，粘膜上皮細胞に 

到達したウイルスは 容易に細胞内に 侵入し増殖 

することができる。 このように，腸管感染症のウ 

イルスは侵入経路が 異なるため，豚に 直接ワクチ 

ンを 応用して防御することは 現在の注射方法では 

困難であ る。 最近，省力化のために 経口型ワクチ 

ンの開発が始められた。 これは， ワクチンを従来 

のような筋肉内や 皮下に注射する 方法に代えて ， 

経口的に投与し 免疫を付与しょうとするもので   
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豚 流行性下痢 症 (P 三 D) 

あ る。 この免疫法が 確立されれば 腸管の局所感染 

症に対しても 有効なワクチンが 開発されるかもし 

れない。 

おわりに 

PED ウイルスは細胞を 用いて分離された。 現 

在，分離ウイルスの 菊妻化が行われている。 また， 

経口投与型ワクチンの 開発も開始された。 これら 

の成果によっては 離乳後の豚に 対する TGE やロ 

タウイルス感染症などの 腸管感染症に 対する経口 

投与型ワクチンが 開発される可能性は 高いと思わ 

れる。 しかし現在，有効なワクチンが 開発され 

ていないロタ や PED に加え，最近は PRRS の日本 

での発生も確認されている。 これらのことから 未 

知の疾病にも 対処する意味で ，一般衛生管理の 充 

実， オールイン・オールアウトと 消毒の励行が 重 

要であ ると考える。 

@@xia 

1)@ Hofmann ， M ． and@Wyler ， R ， (1988) ． Propa- 

gation@of@the@virus@ of@porcine@epidemic@ diar ・ 

rhea@in@cell@culture ， J ． Clin ． Microbiol ， 26:2235 
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